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令和新時代
医療への事務的アプローチ

連　載

を開始しました。これはアーティストが本音で話せる有
料音声配信サービス「Artsistspoken（アーティストス
ポークン）」との取り組みで、音声アプリ中に「ゲン
キ・ステーション」という番組をつくり、その中で著名
なタレント、俳優、芸人、文化人たちが出演して、“元
気になる”トークをします。みんなの健康塾は、その番

「ゲンキ・ステーション」で 
現役働き世代に情報届ける

　みんなの健康塾の新たな取り組みとは、疾患情報には
興味が薄かったり、健康情報を知るきっかけがなかった
りする人たち（40代～50代前半）、つまり現役の働く世
代をターゲットに、「ココロを元気にする情報」の配信

広報室　君塚　靖

石心会グループ、病院広報は好意形成の１つの手段
2026 年１月から「ゲンキ・ステーション」を開始

第 59 回

　社会医療法人財団石心会や医療法人社団東京石心会などでなる石心会グループは、病院広報を好意形成（Favor 

formation）の１つの手段と位置付け、潜在患者への訴求を主目的にしています。動画共有プラットフォーム

「YouTube」などの SNS を中心に、無料で医療・健康情報を配信する社会貢献活動「みんなの健康塾」の企画と、病

院広報誌「あおぞら」「紺碧」のほか、マスメディア、ウェブサイト、イベントなど統合メディア戦略を展開してい

ます。みんなの健康塾は2026年１月から新たな取り組みをスタートさせています。
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法人事務局・広報部の役割明確化
　石心会グループで広報戦略を主
導しているのが、石心会法人事務
局事務局長補佐（戦略PR担当）・
広報部の鍋嶌紋子氏です。大手広
告代理店に勤務した経験があり、
広報・広告手法に精通していま
す。前述の「ゲンキ・ステーショ
ン」が実現したのは、鍋嶌氏の広報業務でつながった縁
によるものでした。
　鍋嶌氏はかねて、広報とは経営戦略を円滑にするため
の手段の１つだという根本理念を持っていました。病院
の場合も、広報の狙いは好意形成にあり、生活に寄り添
いながら、医療への理解を深めてもらうことで、結果的
に潜在患者に訴求できるとの信念があります。
　鍋嶌氏は2012年１月に入職しました。鍋嶌氏が在籍
する法人事務局・広報部の役割は明確です。石心会グ
ループの経営・事業を推進するために、①地域広報（主
に地域の潜在患者がターゲット）、②採用広報（医師・
看護師などの医療職、事務職などの採用候補がターゲッ
ト）、③インナー広報（グループ職員がターゲット）を
することだと定義しています。

主眼は「潜在患者への情報発信」
　鍋嶌氏が入職後に取りかかったのが、2012年６月に
スタートしたみんなの健康塾です。同事業は14年目を
迎えています。
　当初は地域とのつながりを強化するためにイベント開
催を中心に健康維持促進、疾患啓発による早期発見・早
期治療に向けた情報などを無料で発信していました。コ
ロナ禍後はイベント開催が難しくなり、2020年からは
動画配信に大きく軸足を移しました（図表２）。同年５
月以来の動画数は300超となり、登録者数は約5.4万人、
さまざまな手法で月に約8.5万人が情報にアクセスして
います。2022年４月にはYouTube の医療チャンネルに
認定されるまでになりました。これにより、特定の病気
についてインターネットで検索した人には、「みんなの
健康塾」の動画が表示されやすくなりました。
　鍋嶌氏は「潜在患者にある特定の疾患の情報を提供す

組を協賛する形態をとっています（図表１）。
　「ゲンキ・ステーション」で、40代～50代前半をメイ
ンターゲットにしたのは、みんなの健康塾の地域イベン
トなどを実施しても、この年代の人は比較的、疾患に興
味がなく、疾患情報をいくら発信しても届かなかったと
いう事情があります。「ゲンキ・ステーション」をきっ
かけに、LINE などでつながることで、少しでも医療に
関心を持ってもらったり、健康に対しての行動変容を促
したりしようと考えています。
　この番組を制作するにあたっては、Artistspoken の
担当者の中に、入院経験がある方がいらっしゃったの
で、コンテンツづくりではリアルな医療への思いも反映
されています。

図表１ アーティストスポークンのチラシ

多くの有名アーティストたちが、ゲンキ情報を音声でお届け‼
「みんなの健康塾」公式 LINE を登録してお楽しみください。

ON AIR

週替わりで、様々なアーティストが元気をお届けします‼

松井玲奈―俳優・作家―松松井井井井井井井井井玲玲玲玲玲玲玲玲玲奈奈奈奈奈奈―俳優・作家 日髙大介―クイズ作家―日髙髙髙髙髙髙髙髙髙大大大大大大大大大介介介介介介―クイズ作尾碕真花―俳優―尾尾碕碕碕碕碕碕碕碕碕真真真真真真真真真花花花花花花―俳優― 枝優花―映画監督・写真家―枝枝優優優優優優優優優花花花花花花花花花―映画監督・写真

潤花―俳優―潤潤潤潤潤潤潤潤潤花花花花花花花花花―俳優―井上咲楽―タレント―井井井井井上上上上上上上上上上咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲楽楽楽楽楽楽―タレントカンニング竹山―お笑い芸人―カンニニニンンンンンンンググググググググググ竹竹山―おカミナリ―お笑い芸人―カカミミミミミミミナナナナナナナナナナリリリリリ―お笑い芸

矢野了平―構成作家・クイズ作家―矢野野野野野野了了了了了了平平平平平―構成作家 作家―

https://saiwaihp.jp/kenkoujyukuch/

▲鍋嶌氏
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ることで、ご自身や家族などが、その疾患になった場合、
“あのチャンネルでその疾患の情報配信をしていた”“そ
この病院には専門の医師がいた”などと、治療の選択先
に石心会グループの医療機関が挙がることが狙い。潜在
患者への情報提供に主眼を置いている」と話します。
　鍋嶌氏は数ある SNS や、病院広報誌、それぞれの媒
体に軽重はないと強調します。まだ疾患にかかっていな
い潜在患者のうち、特定の年代や性別などをターゲット
にした場合、ターゲットが情報をどのようなストーリー
で、どのような手法で受け取るのかを考え、生活に寄り
添った媒体での情報配信をしています。情報導線を考慮
するのが肝だということです。

病院広報誌「あおぞら」と「紺碧」
　石心会グループは、川崎幸病院（川崎市）を中核とす
る神奈川地区と、埼玉石心会病院を中核とする埼玉地区
の大きく分けて２拠点があります。前者が「あおぞら」

（図表３）、後者が「紺碧」（図表４）を四半期に１回発
行しており、発行部数はそれぞれ2,000部程度となって
います。２つの病院広報誌は法人事務局・広報部のス
タッフが撮影・取材をして、記事にしています。こだわ
りの１つは、医療従事者の写真を表紙にしていることで
す。「顔が見える医療者」を前面に打ち出したいと考え
ています。
　鍋嶌氏は「患者さんが目にする医師の姿は、診察室な
どのほんの一部の顔でしかありません。ただでさえ、通
常は感染症予防でマスクをしていて素顔が見えません。

図表 2 みんなの健康塾ちゃんねる TOP 画面 図表 3 あおぞら

図表 4 紺碧
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医療広告ガイドライン順守を意識
　病院広報担当者は、医療広告に関する法令やガイドラ
インを一通り知っておかなくてはいけません。改正医療
法が2018年６月に施行され、それに基づくガイドライ
ンがあります。
　医療機関の広告を規制する医療法が改正され、規制外
だったウェブサイトによる情報提供も広告規制の対象に
なったことが大きな変更点でした。SNS を活用する広
報担当者は法令やガイドライン、ガイドラインに関する
Q&Aを理解する必要があります。
　鍋嶌氏も医療広告ガイドラインには十分に配慮をして
います。誇大、比較優良などの、医療広告で禁止されて
いる項目を把握したうえで情報の届く先について、会員
登録をする LINE などや院内は特定多数、逆に院外は不
特定多数になると区分けをして情報発信方法を変えてい
ます。🅜

医師など医療者は“怖い”というイメージを払拭するた
めにも、できるだけ笑顔を出して、記事の中ではその人
となりまで分かるようにできたらと思っています」と
語っています。
　病院広報誌は、病院や介護施設内（来院者・利用者）
での配布を中心にしています。すでに同グループの病院
などを受診している患者でもほかの疾患になった場合、
同グループを選択肢にしてもらう意味で潜在患者に訴求
する媒体だととらえています。
　「あおぞら」「紺碧」という病院広報誌の名称には、そ
れぞれ意味があります。川崎幸病院のある川崎市は現在
こそ、長年の取り組みで大幅に改善されましたが、高度
経済成長期に工業地帯であったため、スモッグによる
曇った空のイメージが定着していました。近年、川崎の
空もあおぞらが見られることから、「あおぞら」と名付
けました。また、「紺碧」は、埼玉石心会病院がある狭
山市の澄み切った濃い青色の美しい空の意味がありま
す。２つの広報誌とも美しい空を思い、ネーミングをし
ました。
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